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「第11次住田町交通安全計画」の作成に当たって 

 

 本町では、交通安全対策基本法（昭和45年法律第110号）に基づき、昭和46年

度以降、10次にわたり住田町交通安全計画を策定し、関係機関・団体等が一体と

なって交通安全対策を推進してきました。 

 第10次交通安全計画策定以降、令和２年までの５年間で交通死亡事故ゼロ日数

３年を達成するなど一定の成果が見られた一方で、残念ながら１名の尊い命が失

われております。 

 また、今後を展望しますと、交通事故死者をなくすのみならず、交通事故その

ものの減少が求められる中で、高齢者人口や高齢運転者の増加から、高齢者が関

与する事故の増加が懸念されております。 

 交通事故の防止は、国、県、町及び関係機関・団体のみならず、町民一人ひと

りが全力を挙げて取り組まなければならない重要な課題であり、交通事故のない

社会を目指して、諸対策を強力に推進していかなければなりません。 

 

 今回、作成した第11次住田町交通安全計画は、「交通安全に関する総合的かつ

長期的な施策の計画的推進に必要な事項」を定めたものであり、令和７年までの

今後５年間の交通安全対策の指針となるものです。 

 

 この交通安全計画に基づき、町及び関係機関・団体等においては、交通の状況

や地域の実態に即して交通安全に関する施策を具体的に定めるとともに、施策の

推進及び実施に当たっては町民の十分な理解と協力を得て、その効果を一層高め

るよう推進します。 
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